
ま
た
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
加
盟
校
の
1
つ
、
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
大
学
の
Ａ
Ｋ
Ｐ

理
事
、
そ
し
て
Ａ
Ｋ
Ｐ
理
事
長
お
よ
び
Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン

タ
ー
所
長
経
験
者
で
あ
る
ア
キ
ラ
・
ロ
ン
・
タ
ケ
モ
ト
が
、
同
志
社

大
学
と
Ａ
Ｋ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
友
好
関
係
へ
の
長
き
に
渡
る
貢
献
か

ら
、Ａ
Ｋ
Ｐ
の
50
周
年
を
記
念
し
、同
志
社
大
学
よ
り
名
誉
学
位
（
名

誉
文
化
博
士
）
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
Ｋ
Ｐ
に
つ
い
て �

Ａ
Ｋ
Ｐ
は
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
公
益
法
人
で
、

13
の
加
盟
大
学
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
日
本
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
日
本
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
最
も

長
い
歴
史
を
持
ち
、
１
９
７
２
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以
来
、
日
本

文
化
と
社
会
に
深
く
根
ざ
し
た
留
学
体
験
の
場
を
提
供
し
続
け
て
い

ま
す
。

<

Ａ
Ｋ
Ｐ
ア
メ
リ
カ
事
務
局>

ア
メ
リ
カ
本
国
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
ア
メ
リ
カ
事
務
局
が
留
学

申
し
込
み
受
付
、
選
考
、
渡
航
手
続
き
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
全
般
の
運
営
を
行
い
、
ま
た
理
事
会
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方

針
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

A
ssociated K

yoto P
rogram

 

は 

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た �

A
ssociated Kyoto Program

（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
は
１
９
７
２
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
同
志
社
大
学
を
は
じ
め
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
お
よ
び

関
係
者
の
方
々
の
ご
支
援
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

教
職
員
一
同
決
意
も
新
た
に

鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

倍
旧
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

特別
寄
稿ＡＫ

Ｐ
50
周
年

Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン
タ
ー

1982-83 Chen Year
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特別寄稿

Ａ
Ｋ
Ｐ
ア
メ
リ
カ
事
務
局
は
現
在
ポ
モ
ナ
大
学
に
あ
り
、
現
職
教

員
の
Ａ
Ｋ
Ｐ
理
事
長
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が

在
職
し
て
い
ま
す
。

<

Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン
タ
ー>

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
同

志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
理
事
会
で
任
命
さ
れ
た
所
長
を
最
高
責
任
者
と
し
て
、

専
任
日
本
語
講
師
、
客
員
・
非
常
勤
講
師
、
事
務
職
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
ク
ラ
ス
運
営
、
教
務
な
ど
の
学
業
面
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

の
生
活
面
と
多
岐
に
渡
る
支
援
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実

と
そ
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
年
約
45
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
学
生
は
4
か
月
間
（
秋
学

期
：
9
月
〜
12
月
、
春
学
期
：
1
月
〜
4
月
）
あ
る
い
は
8
か
月
間

（
9
月
〜
翌
年
4
月
）、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
を
共
に
し
な
が

ら
、
日
本
語
集
中
コ
ー
ス
や
日
本
関
連
の
科
目
を
受
講
し
ま
す
。
Ａ

Ｋ
Ｐ
で
日
本
の
社
会
・
文
化
を
身
近
に
経
験
し
、
高
い
日
本
語
力
と

広
い
視
野
を
身
に
つ
け
た
留
学
生
の
多
く
が
、
大
学
卒
業
後
、
知
日
、

親
日
家
と
し
て
広
く
国
際
交
流
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

<

13
の
加
盟
大
学>

米
国
の
教
育
機
関
で
あ
る
13
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ

が
加
盟
校
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
（
２
０
２
２
年
時
点
）。
Ａ
Ｋ

Ｐ
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
成
果
は
、
加
盟
校
の
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
連
携
に
よ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

各
大
学
は
、
教
員
1
名
を
Ａ
Ｋ
Ｐ
理
事
に
指
名
し
、
各
理
事
は
Ａ

Ｋ
Ｐ
の
運
営
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
加
盟
校
代
表
と

し
て
、
学
生
や
留
学
オ
フ
ィ
ス
な
ど
と
の
連
絡
役
も
務
め
ま
す
。

・ 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学*	

・ 

ベ
イ
ツ
大
学

・ 

バ
ッ
ク
ネ
ル
大
学	

・ 

カ
ー
ル
ト
ン
大
学*

・ 

コ
ル
ビ
ー
大
学	

・ 

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
大
学*

・ �

マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
ヨ
ー
ク

大
学*

・ 

オ
ベ
リ
ン
大
学

・ 

ポ
モ
ナ
大
学	

・ 

ス
ミ
ス
大
学	

・ 
ウ
ェ
ズ
リ
ア
ン
大
学*	

・ 
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
大
学	

・ 
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
大
学*

* 
は
創
立
メ
ン
バ
ー

1990-91 Takemoto Year

55



る
」、「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
の
教
育
理
念
に
則
っ

て
日
本
に
つ
い
て
学

ぶ
」
の
3
つ
が
規
約
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
４
年
、
2
代

目
所
長
レ
イ
・
ム
ー
ア

の
代
に
は
、
同
志
社
大

学
の
秋
山
健
教
授
（
初

代
Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
リ
エ

ゾ
ン
兼
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）
の
お
力
添
え
で
、
松
山
義
則
学
長
（
当
時
）
よ
り
、
教
室
の
ほ

か
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
と
な
る
、
ク
ラ
ー
ク

記
念
館
1
階
、
南
西
の
部
屋
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
８
３
年
に
は
同
志
社
大
学
上
立
売
館
（
現
寒
梅
館
）、
１
９
８

７
年
に
は
長
き
に
わ
た
る
拠
点
と
な
る
待
辰
館
へ
と
移
転
し
、
１
９

９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
扶
桑
館
へ
2
年
間
、
そ
し
て

２
０
２
２
年
の
耐
震
工
事
に
よ
り
致
遠
館
へ
8
ヶ
月
間
の
仮
移
転
を

し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
前
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
多
忙
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

Ａ
Ｋ
Ｐ
と
Ａ
Ｋ
Ｐ
同
志
社
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
歴
史 �

１
９
６
０
年
代
中
頃
、
全
米
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
日
本
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の

も
と
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
レ
イ
・
ム
ー
ア
は
学
生
を
日
本
に
1
年

間
留
学
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
同

様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
た
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
の
ジ

ョ
ン
・
ペ
リ
ー
と
協
力
関
係
を
結
び
、
そ
こ
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
大
学
、

マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
ヨ
ー
ク
大
学
、
ウ
ェ
ズ
リ
ア
ン
大
学
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
大
学
が
合
流
し
「A

ssociated Kyoto Program

」
は
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
と
歴
史
的
に
つ
な
が
り
の

深
い
同
志
社
大
学
に
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
学
生
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
７
２
年
8
月
31
日
、
初
代
所
長
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ロ
ス
ト
（
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
大
学
）
が
、
第
1
期
生
を
率
い
て
留
学
へ
と
旅
立
ち
ま

し
た
。
初
年
度
は
「
期
待
」
と
「
不
安
」
の
入
り
混
じ
っ
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
が
、「
期
待
」
が
そ
の
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
継
続
へ
の
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
７
３
年
10
月
に
開
か
れ
た
初
の
Ａ
Ｋ
Ｐ
理
事
総
会
で
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
指
針
と
な
る
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
基
本
原
則
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

加
盟
校
の
日
本
専
門
家
が
管
理
運
営
す
る
」、「
日
本
語
の
学
習
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
コ
ー
ス
を
必
須
と
す

2007-08 春学期研修旅行（伊勢）
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特別寄稿

に
海
外
経
験
を
柔
軟
に

組
み
込
め
る
よ
う
に
と
、

よ
り
多
く
の
学
生
が
短

期
、
ま
た
は
学
期
制
留

学
を
選
択
す
る
よ
う
に

な
り
、
1
年
単
位
の
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す

る
学
生
の
関
心
は
薄
れ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
学
生
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
２
０
１
４

―
２
０
１
５
年
度
よ
り

学
期
制
留
学
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
春
学
期
に
は
、
全
世
界
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
1
か
月
の
留
学
期
間
を
残
し
学
生
を
緊

急
帰
国
さ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
履
修
課
程
を
修
了
す
る
と
い
う

決
断
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
際
対
策
に
よ
る
入
国
制
限
が
続
き
、

設
立
か
ら
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
長
期
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
で
も
、
加
盟
校
の
授
業
協
力

や
学
生
の
日
本
語
学
習
と
文
化
交
流
を
支
援
す
る
た
め
、
同
志
社
大

学
、
同
志
社
女
子
大
学
の
学
生
の
協
力
を
得
て
、
言
語
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
交
流
会
な
ど
、
様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
秋
学
期
に
は
念
願
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
再
開
が
叶
い
、
36

名
の
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
学
生
が
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
留
学
生
活
を
満
喫

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
基
本
原
則
と

な
る
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の

観
点
か
ら
、
断
念
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
３

年
春
学
期
か
ら
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
再
開
し
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｋ
Ｐ
と
同
志
社
大
学 �

Ａ
Ｋ
Ｐ
は
設
立
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
同
志
社
大
学
と
友

好
な
協
力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
同
志
社
創
立
者
の
新
島
襄
先

生
は
Ａ
Ｋ
Ｐ
加
盟
校
の
一
つ
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
卒
業
生
で
、
両

校
に
は
同
志
社
創
立
時
か
ら
の
深
い
交
流
が
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｋ
Ｐ
は
独
立
し
た
組
織
で
す
が
、
同
志
社
大
学
か
ら
多
く
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
受
け
運
営
し
て
い
ま
す
。
同
志
社
大
学
と
Ａ
Ｋ
Ｐ

と
の
教
育
協
力
協
定
に
よ
り
、
同
志
社
大
学
が
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
学
生
ビ
ザ

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
学
生
は
日
本
語
・
日
本
文
化
教
育

セ
ン
タ
ー
特
別
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
教

2019-20春学期 京都市市民防災センター
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Ａ
Ｋ
Ｐ
の
ビ
ジ
ョ
ン �

座
学
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
っ
た
京

都
で
の
実
体
験
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の

伝
統
を
踏
襲
し
ま
す
。
そ
し
て
日
本
に
対
す
る
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
知
的
好
奇
心
、
ま
た
、
異
文
化
に
対
す
る
敬
意
と
理
解
、
さ
ら
に

現
代
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
ん
だ
世
界
で
自
己
の
目
的
を
果

た
せ
る
よ
う
な
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま

す
。Ａ

Ｋ
Ｐ
で
の
体
験 �

<

日
本
の
家
庭
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ>

Ａ
Ｋ
Ｐ
で
は
、
設
立
当

時
か
ら
学
術
面
の
充
実
と

同
様
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

重
要
な
留
学
経
験
と
考
え
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
の
学

生
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
生
活
を
共
に
し
ま
す
。

日
本
の
家
庭
で
生
活
す
る

室
や
そ
の
他
の
充
実
し
た
学
習
環
境
、
同
志
社
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
、

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
参
加
す
る
機
会
な
ど
、
有
意
義
な
留
学
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
、
教
職
員
の
オ
フ
ィ
ス
、
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど

セ
ン
タ
ー
専
有
施
設
の
ほ
か
、
加
盟
校
か
ら
の
客
員
講
師
の
受
け
入

れ
お
よ
び
住
居
等
へ
の
協
力
も
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
志
社
大
学
生
が
外
国
協
定
大
学
派
遣
留
学
制
度
の
も
と
、

Ａ
Ｋ
Ｐ
加
盟
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
加
盟
校
か
ら

同
志
社
大
学
に
研
究
者
が
派
遣
さ
れ
、
講
義
を
行
う
な
ど
学
術
面
で

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
面
で
は
、
同
志
社
大
学
と
の
合
同
科
目
、「
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
比
較
文

化
論
」
が
秋
学
期
に
開
講
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同

志
社
大
学
の
学
生
と
Ａ
Ｋ
Ｐ

の
学
生
が
共
に
受
講
す
る
コ

ー
ス
で
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
義
や
討

論
を
含
む
授
業
が
英
語
で
行

わ
れ
、
貴
重
な
知
的
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2013-14春学期クラスフィールドトリップ
（大阪人権博物館）

2018-19秋学期同志社の学生ボランティアの皆さんと
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特別寄稿

こ
と
は
、
言
語
、
文
化
、
習
慣
を
直
に
体
験
し
、
よ
り
深
く
理
解
す

る
最
良
の
機
会
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
成
長
期
の
若
者
が
自
分
と
は

異
な
る
文
化
や
習
慣
を
受
け
入
れ
適
応
し
て
い
く
過
程
で
、
寛
容
と

調
和
を
学
び
、
成
熟
し
た
人
格
を
形
成
し
て
い
く
上
で
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

後
、
思
い
出
に
残
る
有
意
義
な
経
験
の
1
つ
と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
希
望
登
録
制
で
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
は
多
く
の
方
の
善
意
、
国
際
理
解
、
社
会
貢
献
へ
の
熱
意

に
よ
り
支
え
ら
れ
実
現
し
て
い
ま
す
。

<

日
本
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム>

日
本
語
集
中
コ
ー
ス
は
、
会
話
、
文
法
、
作
文
、
読
解
な
ど
総
合

的
な
日
本
語
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
毎
朝
2
時
間
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
ク
ラ
ス
は
少
人
数
制
で
、

学
生
の
能
力
に

応
じ
た
指
導
が

実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

<

客
員
教
員
と

関
西
在
住
の
教

員
に
よ
る
選
択

科
目>選

択
科
目
で
は
、
加
盟
校

か
ら
の
客
員
教
員
や
関
西
在

住
の
教
員
に
よ
る
、
各
科
目

週
2
コ
マ
（
1
コ
マ
90
分
）

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
す
。
講

義
内
容
は
学
期
ご
と
に
変
わ

り
、
主
に
日
本
に
関
す
る
文

学
、
歴
史
、
宗
教
、
美
術
史
、

経
済
、
政
治
な
ど
の
文
系
科

目
の
ほ
か
、
化
学
、
生
物
な

ど
の
理
系
科
目
が
開
講
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
授
業
が
、
各
学
期
4
〜
5
科
目

開
講
さ
れ
、
学
生
は
そ
の
中
か
ら
2
科
目
を
選
択
し
受
講
し
ま
す
。

講
義
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
同
様
に
英
語
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
史
跡
、

文
化
財
見
学
や
伝
統
芸
能
鑑
賞
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
（
校

外
見
学
）
も
多
く
実
施
さ
れ
、
京
都
で
学
ぶ
利
点
を
大
い
に
生
か
し

た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

<
課
外
文
化
活
動>

学
生
個
人
が
興
味
あ
る
分
野
で
習
い
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験

し
て
い
ま
す
。

2019年春学期ホストファミリーと

2022-23 秋学期日帰り旅行（天橋立）
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